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師

走

の

候

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

会

員

に

於

か

れ

ま

し

て

は

、

益

々

ご

清

福

の

段

大

慶

至

極

に

存

じ

上

げ

ま

す

。

皆

様

に

は

日

頃

よ

り

当

支

部

運

営

に

際

し

て

特

段

の

ご

高

配

を

賜

り

、

深

甚

な

る

敬

意

を

表

す

と

共

に

、

倍

旧

の

ご

支

援

を

伏

し

て

お

願

い

申

し

上

げ

る

次

第

で

す

。

先

月

十

六

日

は

陸

幕

長

招

待

に

よ

り

武

道

館

に

て

「

自

衛

隊

音

楽

ま

つ

り

」

を

鑑

賞

致

し

ま

し

た

が

、

毎

年

進

化

す

る

演

奏

や

演

技

、

そ

し

て

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

圧

倒

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

私

が

現

役

当

時

の

昭

和

五

十

年

前

後

は

筋

骨

隆

々

の

若

手

隊

員

上

半

身

に

金

粉

を

塗

っ

て

出

演

さ

せ

た

り

、

迷

彩

顔

料

を

塗

っ

た

レ

ン

ジ

ャ

ー

隊

員

が

武

道

館

天

井

か

ら

の

ザ

イ

ル

で

懸

垂

下

降

す

る

な

ど

、

い

か

に

も

「

自

衛

隊

音

楽

祭

」

だ

っ

た

よ

う

な

気

が

し

ま

す

（

笑

）

ま

た

二

十

四

日

は

青

島

サ

ン

ク

マ

ー

ル

に

て

、

国

分

教

育

隊

第

三

二

二

中

隊

の

同

期

会

を

開

催

し

、

お

互

い

四

十

年

前

に

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ

し

て

旧

交

を

温

め

合

う

事

が

出

来

ま

し

た

。

さ

て

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

上

院

は

二

十

九

日

、

沖

縄

県

尖

閣

諸

島

に

つ

い

て

日

本

の

施

政

権

下

に

あ

る

事

を

認

め

「

日

米

安

保

条

約

第

五

条

に

基

づ

く

責

任

を

再

確

認

す

る

」

と

宣

言

す

る

条

項

を

「

国

防

権

限

法

案

」

に

追

加

す

る

修

正

案

を

、

全

会

一

致

で

可

決

し

た

よ

う

で

す

。

「

国

防

権

限

法

」

は

国

防

予

算

の

大

枠

を

定

め

、

領

土

な

ど

他

国

同

士

の

争

い

に

関

し

て

米

国

の

立

場

を

明

記

す

る

の

は

異

例

の

事

で

、

以

下

「

読

売

新

聞

」

十

一

月

三

十

日

二

十

時

四

分

配

信

の

記

事

を

転

載

し

ま

す

。

米

上

院

「

尖

閣

に

安

保

適

用

」

全

会

一

致

…

中

国

牽

制

【

ワ

シ

ン

ト

ン

＝

山

口

香

子

】

米

上

院

は

十

一

月

二

十

九

日

の

本

会

議

で

、

沖

縄

県

の

尖

閣

諸

島

が

日

本

の

施

政

下

に

あ

り

、

ま

た

、

日

米

安

全

保

障

条

約

の

適

用

対

象

で

あ

る

こ

と

を

確

認

す

る

条

項

等

を

、

二

〇

一

三

年

会

計

年

度

（

十

二

年

十

月

～

十

三

年

九

月

）

国

防

権

限

法

案

に

追

加

す

る

修

正

案

を

全

会

一

致

で

可

決

し

た

。

同

様

の

立

場

を

明

確

に

し

て

い

る

オ

バ

マ

政

権

と

歩

調

を

合

わ

せ

る

事

で

、

中

国

を

牽

制

す

る

狙

い

が

あ

る

。

修

正

案

は

、

ア

ジ

ア

太

平

洋

の

外

交

・

安

全

保

障

に

関

心

が

高

い

ジ

ェ

ー

ム

ズ

・

ウ

ェ

ッ

ブ

議

員

（

民

主

党

）

が

主

導

し

、

共

和

党

の

重

鎮

ジ

ョ

ン

・

マ

ケ

イ

ン

議

員

ら

と

共

同

提

案

し

た

。

中

国

を

念

頭

に

、

「

第

三

者

に

よ

る

一

方

的

行

動

は

、

尖

閣

諸

島

に

お

け

る

日

本

の

施

政

権

を

認

め

る

と

い

う

米

国

の

判

断

に

い

か

な

る

影

響

も

与

え

な

い

」

と

の

文

言

を

明

記

。

米

国

の

対

日

防

衛

義

務

を

定

め

た

日

米

安

保

条

約

五

条

が

尖

閣

諸

島

に

適

用

さ

れ

る

と

の

米

政

府

の

立

場

に

つ

い

て

も

「

（

同

）

条

約

に

基

づ

く

日

本

政

府

へ

の

責

任

を

再

確

認

す

る

」

と

し

た

。

さ

ら

に

、

尖

閣

諸

島

海

域

を

含

む

東

シ

ナ

海

を

「

ア

ジ

ア

太

平

洋

す

べ

て

の

国

に

利

益

を

も

た

ら

す

重

要

な

シ

ー

レ

ー

ン

（

海

上

交

通

路

）

」

と

位

置

づ

け

、

「

航

行

の

自

由

」

を

守

る

こ

と

が

米

国

の

国

益

に

か

な

う

と

し

た

。

来

る

十

二

月

十

六

日

の

衆

議

院

総

選

挙

で

も

「

国

防

」

が

争

点

で

あ

り

、

各

党

旗

幟

鮮

明

に

せ

ね

ば

、

我

々

心

あ

る

有

権

者

の

支

持

は

得

ら

れ

そ

う

も

あ

り

ま

せ

ん

（

怒

）

平

成

二

十

四

年

十

二

月

一

日

宮

崎

県

防

衛

協

会

青

年

部

会

宮

崎

支

部

長

小

倉

和

彦


